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本
条
例
の
制
定
が
、
市
民
自
治

の
進
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
は
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

本
条
例
が
、
市
民
参
加
の
も
と
に

策
定
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
は
、

一
定
の
評
価
を
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
策
定
期
間
が
十
分
と

は
い
え
な
か
っ
た
た
め
か
、
市
民

参
加
の
基
本
で
あ
る
決
定
段
階
ま

で
の
市
民
参
加
が
、
十
分
保
障
さ

れ
た
と
は
言
い
難
い
と
い
う
印
象

が
残
っ
た
こ
と
は
残
念
で
す
。

　

今
後
は
、
広
く
市
民
に
本
条
例

の
周
知
を
図
り
、
要
望
が
あ
っ
た

際
に
は
、
見
直
し
を
行
う
こ
と
を

求
め
、
賛
成
し
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任

期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
複
雑
高
度
化
す
る
行

政
課
題
や
緊
急
の
課
題
に
速
や
か

に
対
応
す
る
た
め
、
任
期
を
定
め

た
職
員
の
採
用
を
可
能
と
す
る
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
高
度
の
専
門
的

知
識
経
験
ま
た
は
優
れ
た
識
見
を 

有
す
る
者
を
、
一
定
期
間
活
用
す

る
こ
と
が
特
に
必
要
な
場
合
や
、 

専
門
的
知
識
経
験
を
有
す
る
者
を
、

期
間
を
限
っ
て
業
務
に
従
事
さ
せ

る
こ
と
が
公
務
の
能
率
的
な
運
営

を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合

に
、
そ
れ
ぞ
れ
５
年
を
上
限
に
任

用
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
一
定
期
間
内
に
終
了

　

こ
の
条
例
は
、
自
治
の
基
本
理

念
を
明
ら
か
に
し
、
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
市
民
、
議

会
、
執
行
機
関
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
と
責
務
等
、
自
治
の
基
本
ル
ー

ル
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
自
治

の
推
進
に
お
け
る
最
高
規
範
と
な

る
も
の
で
す
。

　

制
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
区
説

明
会
や
市
民
意
見
提
出
手
続
等
を

実
施
し
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
を

反
映
し
た
条
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
市
民
参
加
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
本
条
例
に
基

づ
き
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
考
え
、

共
に
協
力
し
、
共
に
行
動
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

【
全
員
一
致
で
原
案
可
決
】

自
治
基
本
条
例
の

制
定
を
可
決

討
　
論

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
を
可
決

市
民
か
ら
見
直
し
の
必
要
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
際
に
、
必
要
な
措
置
を

取
る
こ
と
を
求
め
賛
成
（
無
所
属
）

自
治
基
本
条
例
の
制
定
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の 

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、指
定
管
理
者
の
指
定
、 

市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
制
定
を
可
決
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す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
業
務
、

ま
た
は
一
定
期
間
内
に
限
り
増
加

が
見
込
ま
れ
る
業
務
に
従
事
す
る

場
合
、
並
び
に
市
民
に
対
す
る
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
時
間
延
長
や
繁
忙

時
に
お
け
る
提
供
体
制
を
充
実
さ

せ
る
た
め
の
業
務
に
従
事
す
る
場

合
等
に
、
原
則
３
年
を
上
限
に
任

用
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

　

正
規
職
員
を
非
正
規
職
員
に
す

れ
ば
、
行
政
の
質
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
と
な
り
、
体
制
を
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

に
し
ま
す
。

　

嘱
託
職
員
や
臨
時
職
員
を
正
規

職
員
と
し
、
専
門
的
な
知
識
や
経 

験
を
身
に
付
け
、
サ
ー
ビ
ス
が
向

上
す
る
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が 

あ
り
ま
す
。
恒
常
的
な
業
務
を
担

う
職
員
を
、
任
期
付
き
に
す
る
合

理
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雇
用
不
安

を
解
決
す
る
責
務
を
持
つ
行
政
が

行
う
こ
と
で
は
な
く
反
対
し
ま
す
。

　

新
た
な
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
れ
る

勤
務
条
件
の
確
立
を

求
め
反
対（
日
本
共
産
党
）

専
門
知
識
、
経
験
等
を
有
す
る 

者
の
活
用
を
可
能
と
す
る
制
度 

で
あ
り
賛
成
（
新
政
の
会
）

討
　
論

複
雑
か
つ
高
度
化
す
る
行
政
課
題

や
緊
急
の
課
題
に
対
し
て
、
速
や

か
な
対
応
が
可
能
と
な
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

従
来
の
嘱
託
職
員
制
度
も
、
雇

用
の
安
定
や
給
与
面
等
の
改
善
が

図
ら
れ
、
任
用
さ
れ
る
職
員
に
も

メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

実
施
に
当
た
り
、
必
要
性
と
メ

リ
ッ
ト
を
十
分
に
精
査
し
て
、
制

度
運
用
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
要

望
し
、
賛
成
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
、
春

日
部
第
１
児
童
セ
ン
タ
ー
（
エ
ン 

ゼ
ル
・
ド
ー
ム
）
の
管
理
運
営
に
、

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た

め
、
指
定
管
理
者
の
指
定
を
行
う

も
の
で
す
。

　

候
補
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、

公
設
児
童
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
適

正
な
施
設
管
理
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
安
定
し
た
管
理
運
営
が
実
施

で
き
る
と
の
理
由
に
よ
り
、
「
株

式
会
社
こ
ど
も
の
森
」
を
指
定
管

理
者
の
候
補
者
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
、
平
成
22

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
の
５
年
間
と
す
る
も
の

で
す
。【

賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

　

エ
ン
ゼ
ル
ド
ー
ム
は
、
子
ど
も

の
健
全
な
心
身
の
発
達
を
図
る
児

童
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
子
育

て
中
の
保
護
者
へ
の
子
育
て
支
援

の
拠
点
と
し
て
、
市
民
の
評
判
も

良
く
、
利
用
者
も
多
い
施
設
で
す
。

　

主
な
利
用
者
は
、
乳
幼
児
か
ら

小
中
学
生
で
あ
り
、
事
故
等
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
常
に
細
心
の
注

意
を
も
っ
て
、
安
心
で
安
全
な
施

設
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
市
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
、
心
身
と
も
に
健

康
で
安
全
に
育
て
る
児
童
福
祉
施

設
で
あ
り
、
こ
れ
を
指
定
管
理
に

し
て
民
間
に
委
ね
る
と
い
う
こ
と

は
、
児
童
福
祉
の
本
質
を
逸
脱
す

る
も
の
と
考
え
、
反
対
し
ま
す
。

　

候
補
者
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、 

書
類
審
査
や
事
業
計
画
書
に
基
づ

く
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施 

し
、
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、

「
株
式
会
社
こ
ど
も
の
森
」
を
候

補
者
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定
を
可
決

（
春
日
部
第
１
児
童
セ
ン
タ
ー
）

討
　
論

子
ど
も
に
か
か
わ
る
福
祉
に
つ
い
て
は

市
が
責
任
を
持
っ
て
直
営
で
行
う

べ
き
で
あ
り
反
対（
無
所
属
）

　

「
株
式
会
社
こ
ど
も
の
森
」
は
、

保
育
園
や
学
童
保
育
の
設
置
、
運

営
や
幼
児
教
育
に
関
す
る
業
務
等

を
主
な
事
業
と
し
て
お
り
、
現
在
、

戸
田
市
等
の
公
立
児
童
セ
ン
タ
ー

５
館
の
ほ
か
、
公
立
保
育
所
２
カ

所
の
指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け

て
い
る
実
績
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

首
都
圏
を
中
心
に
、
子
育
て
支
援

事
業
を
手
掛
け
て
い
る
た
め
、
適

正
な
施
設
管
理
が
期
待
で
き
る
点

を
評
価
し
、
賛
成
し
ま
す
。

　

エ
ン
ゼ
ル
ド
ー
ム
は
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
安
全
で
健
全

な
遊
び
場
を
提
供
し
、
健
康
を
増

進
し
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
重
要
な
施
設
で
あ

り
、
継
続
性
や
安
定
性
、
専
門
性

が
保
た
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
メ
リ
ッ
ト 

と
い
わ
れ
る
経
費
は
、
年
間
１
２ 

７
万
円
も
多
く
な
り
、
開
館
日
数

が
増
え
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、

削
減
額
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
営

利
を
目
的
と
し
た
株
式
会
社
が
、

限
ら
れ
た
委
託
料
の
中
か
ら
利
益

を
得
る
た
め
に
は
、
人
件
費
等
を

削
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
働
く
意

欲
の
低
下
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

危き

惧ぐ

さ
れ
る
た
め
、
反
対
し
ま
す
。

利
用
者
本
位
の
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
の 

提
供
や
安
定
し
た
管
理
運
営
が

見
込
ま
れ
る
た
め
賛
成（
新
政
の
会
）

市
が
直
接
運
営
し

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
べ
き

で
あ
り
反
対
（
日
本
共
産
党
）

　

春
日
部
市
議
会
の
議
員
の
定
数

は
、
春
日
部
市
・
庄
和
町
合
併
協

議
会
に
お
け
る
協
議
を
も
と
に
、

旧
両
市
町
で
決
定
さ
れ
た
定
数
の

告
示
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
36
人
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
市
議

会
と
し
て
「
議
員
定
数
等
調
査
研

究
協
議
会
」
を
設
置
し
、
時
間
を

か
け
て
調
査
・
研
究
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

昨
今
の
大
変
厳
し
い
経
済
・
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
議
会
は
自
ら 

の
意
思
で
そ
の
身
を
律
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

多
く
の
市
民
が
大
変
な
思
い
を
し

て
い
る
中
で
、
そ
の
民
意
か
ら
離

れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
、
今
回
、
議
員
の

定
数
を
４
人
削
減
し
、
32
人
と
定

め
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
定
数
は
、
次
に
実

施
さ
れ
る
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら

適
用
と
な
り
ま
す
。

【
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
】

議
員
提
出
議
案

市
議
会
の
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
制
定
を
可
決

討
　
論
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議
員
定
数
は
、
議
会
の
根
幹
と

な
る
重
要
事
項
で
あ
り
、
議
会
制

民
主
主
義
と
民
意
の
反
映
の
た
め
、

慎
重
に
扱
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

議
員
の
仕
事
は
、
住
民
の
声
を

代
弁
し
、
要
求
の
実
現
の
た
め
に

質
疑
や
一
般
質
問
、
討
論
等
を
積

極
的
に
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
奮
闘
す
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
立
場
で
税
金
の

使
わ
れ
方
等
を
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

こ
と
や
、
住
民
の
相
談
事
に
応
え

悩
み
や
心
配
事
の
解
決
に
取
り
組

む
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

合
併
し
て
４
年
で
、
ま
だ
ま
だ

一
体
化
で
き
ず
、
国
政
や
県
政
の

選
挙
区
も
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

新
市
建
設
計
画
や
地
域
審
議
会

も
10
年
の
ス
パ
ン
が
一
区
切
り
で

あ
り
、
一
体
化
す
る
に
は
最
低
で

も
10
年
が
必
要
で
す
。

　

過
渡
期
に
当
た
る
こ
の
状
況
の

中
で
、
議
員
の
定
数
を
削
減
す
る

こ
と
は
、
住
民
の
声
を
く
み
上
げ

て
い
く
上
で
、
非
常
に
困
難
で
す
。

　

定
数
を
削
減
す
る
の
で
は
な
く
、

議
員
の
職
務
を
し
っ
か
り
と
認
識

し
、
今
ま
で
以
上
に
住
民
の
願
い

に
応
え
て
奮
闘
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
、
反
対
し
ま
す
。

相
談
事
に
親
身
に
応
え

住
民
の
声
を
締
め
出
さ
な
い

た
め
に
反
対（
日
本
共
産
党
）

　

要
望
や
請
願
が
あ
る
と
同
時
に
、 

議
会
で
も
協
議
会
を
設
置
し
、
調

査
・
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

各
議
員
も
会
派
内
で
議
論
し
、
32

人
と
の
結
論
に
達
し
て
、
議
案
が

提
出
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
数
を
減
じ
る
こ
と
に
よ
り
、 

民
意
の
反
映
が
難
し
く
な
る
と
の 

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
定
数
が
減

れ
ば
、
当
然
、
議
員
１
人
に
対
す 

る
市
民
の
数
は
増
え
ま
す
が
、
人

口
20
万
人
以
上
の
市
の
状
況
を
平

成
21
年
６
月
１
日
現
在
で
調
べ
た

と
こ
ろ
、
川
口
市
が
１
万
２
３
３

９
人
、
越
谷
市
が
１
万
１
３
６
人
、

所
沢
市
が
９
３
７
３
人
、
川
越
市

が
８
３
３
９
人
、
草
加
市
が
７
９

０
５
人
、
上
尾
市
が
７
４
５
３
人
、

春
日
部
市
が
６
６
８
２
人
、
熊
谷

市
が
５
６
５
２
人
で
し
た
。
定
数

を
36
人
か
ら
32
人
に
す
る
と
、
約

７
５
２
０
人
で
あ
り
、
さ
ら
に
削

減
と
い
う
気
も
し
ま
す
が
、
合
併

か
ら
４
年
余
り
で
、
過
度
の
減
数

は
市
の
一
体
感
の
醸
成
が
遅
れ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

削
減
と
議
会
活
動
の
質
は
別
問

題
で
あ
り
、
努
力
と
工
夫
を
も
っ

て
活
動
に
専
念
し
、
市
民
の
負
託

に
応
え
よ
う
と
思
い
賛
成
し
ま
す
。

活
動
に
専
念
し
民
意
を
反
映
し 

市
民
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
を 

誓
い
賛
成
（
新
政
の
会
）

　

定
数
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
を

設
置
し
て
慎
重
に
審
議
し
、
結
果

が
議
案
の
数
字
に
表
れ
て
い
ま
す
。

議
員
提
出
で
32
人
、
請
願
も
32
人

で
間
に
合
っ
て
い
る
と
の
解
釈
が

で
き
、
す
べ
て
が
符
合
し
ま
す
。

　

４
人
が
削
減
と
な
り
、
そ
の
分

の
仕
事
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、

頑
張
れ
ば
で
き
る
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
が
、
人
間
１
人
は
１
人

で
あ
り
、
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
１

人
は
１
人
で
す
。

　

当
市
に
は
自
治
会
連
合
会
が
あ

り
、
約
２
０
０
人
の
自
治
会
長
が

い
ま
す
。
一
生
懸
命
働
い
て
い
て
、

住
民
の
ま
と
め
役
と
し
て
無
報
酬

で
働
い
て
い
ま
す
。
議
員
は
、
少

な
く
て
も
45
万
１
０
０
０
円
の
報

酬
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

４
人
分
の
頑
張
り
は
で
き
な
く

て
も
、
自
治
会
長
と
連
携
を
密
に

し
て
住
民
の
声
を
聴
き
、
私
た
ち

が
信
頼
す
る
現
場
主
義
の
石
川
市

長
と
共
に
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
住

民
の
声
を
反
映
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

32
人
ど
こ
ろ
か
、
１
万
人
に
１

人
の
議
員
で
も
間
に
合
う
議
員
活

動
を
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
議
案
に
全
議
員
の
賛
同
を

お
願
い
し
、
賛
成
し
ま
す
。

自
治
会
長
、市
長
と
協
力
し

住
民
の
声
を
聴
く
こ
と
を

誓
い
賛
成
（
春
和
会
）

議案第 81 号

議案第 82 号

議案第 83 号

議案第 84 号

議案第 85 号

議案第 86 号

議案第 87 号

議案第 88 号

議案第 89 号

議案第 90 号

（総　　務）

（総　　務）

（付託省略）

（総　　務）

（建　　設）

（厚生福祉）

（総　　務）

（総　　務）

（総　　務）

（総　　務）

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ × × ○

○ ○ ○ × × ○

○ ○ ○ × × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ × ○ ○

議案番号 議　　案　　名 審議結果（　）は付託委員会名

無

所

属

社
会
民
主
党

日
本
共
産
党

公

明

党

春

和

会

新

政

の

会

（○：賛成　×：反対　－：退席）
1 2 月定例会　審議結果

自治基本条例の制定

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定

市長等の給料の額の特例に関する条例の制定

職員の給与に関する条例等の一部改正

水道事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正

市議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

特別職の給与に関する条例の一部改正

教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部改正

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部改正
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かすかべ議会だより
21年12月定例会号 

議員提出議案

請　願

議第10号議案

議第11号議案

議第12号議案

議第13号議案

議第14号議案

議第15号議案

議第16号議案

議第17号議案

議第18号議案

議第19号議案

議第20号議案

議第21号議案

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

否　　決

否　　決

原案可決

否　　決

原案可決

○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 　 ○ ○ ○

× × 　 ○ × ○

× ○ 　 ○ × ○

○ ○ 　 ○ ○ 　

× 　 × ○ ×

× ○ ○ ○ ○ ○

請願第 13 号

請願第 14 号

消費税の税率引き上げ反対を求める意見書の提出を求める請願

春日部市議会議員定数削減を求める請願

（総　　務）

（議会運営）

採　　択

採　　択

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ × ○ ○

議案第 91 号

議案第 92 号

議案第 93 号

議案第 94 号

議案第 95 号

議案第 96 号

議案第 97 号

議案第 98 号

議案第 99 号

議案第100号

議案第101号

議案第102号

議案第103号

議案第104号

議案第105号

議案第106号

議案第107号

（厚生福祉）

（総　　務）

（総　　務）

（厚生福祉）

（教育環境）

（各委員会）

（厚生福祉）

（厚生福祉）

（厚生福祉）

（建　　設）

（厚生福祉）

（建　　設）

（厚生福祉）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

（付託省略）

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

同　　意

同　　意

同　　意

同　　意

○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ × × ○

○ ○ ○ × × ○

○ ○ ○ × ×

○ ○ ○ × × ○

○ ○ ○ × × ○

○ ○ ○ × × ○

○ ○ ○ 　 ○ ○

○ ○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号 議　　案　　名 審議結果（　）は付託委員会名

無

所

属

社
会
民
主
党

日
本
共
産
党

公

明

党

春

和

会

新

政

の

会

（○：賛成　×：反対　－：退席）

在宅重度心身障害者手当支給条例の一部改正

埼玉県市町村総合事務組合規約の変更

栗橋町外五箇市町水防事務組合を組織する地方公共団体の数の減少
及び規約の変更

指定管理者の指定［春日部第１児童センター］

指定管理者の指定［道の駅「庄和」］

平成21年度一般会計補正予算（第５号） 

平成21年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成21年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

平成21年度介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成21年度下水道事業特別会計補正予算（第３号）

平成21年度市立看護専門学校特別会計補正予算（第２号）

平成21年度水道事業会計補正予算（第１号）

平成21年度病院事業会計補正予算（第１号）

監査委員の選任につき同意を求める［尾堤 信男 氏］

公平委員会委員の選任につき同意を求める［柴田 秀 氏］

教育委員会委員の選任につき同意を求める［五百木 勉 氏］

教育委員会委員の選任につき同意を求める［水沼 章文 氏］

市議会の議員の定数を定める条例の制定

東埼玉道路早期整備に関する意見書

地域のくらしを守るための国の予算執行及び予算編成を求める意見書

さらなる緊急雇用対策の実施を求める意見書

子宮頸がん撲滅のための施策を求める意見書

子どもたちの生命を守るため、ヒブワクチン及び肺炎球菌ワクチンへ
の公費助成、定期接種化を求める意見書

消費税の税率引き上げ反対を求める意見書

生活保護老齢加算の復活を求める意見書

後期高齢者医療制度を直ちに廃止し、老人保健制度に戻すことを求め
る意見書

扶養控除廃止をやめることを求める意見書

こども医療費の助成に関する条例の一部改正

人間ドック補助の再開を求める決議

○４
－１

○５
－１

○５
－１

×５
－１

×５
－１

×１
－１

×５
－１

○１
×１

○１
×１
○１
×１

○１
×１

○１
×１

○１
×１


